
リサーチ・アドミニストレーターを
育成・確保するシステムの整備

金沢大学



「東アジアの知の拠点」
〜世界から金沢へ〜
〜金沢から世界へ〜

国際

グローバル化に対応する大学改革の強化推進
教育・研究・国際の「三本の矢」による一体的組織改革

KANAZAWA UNIVERSITY 
ACTION PLAN 2010（中村プラン）
【グローバルに生きる金沢大学】
• 国際通用性のある人材育成
• 新たな知の創成

グローバル人材育成推進機構

学長直轄の教育特区機構として，学士課程から
博士課程まで各学域，各研究科の枠を超えた全学を
挙げたグローバル人材の育成・輩出

先端科学・イノベーション推進機構

国際機構

•本学に優位性のある研究プログラムの重点支援と
基礎研究から産学連携まで一貫した研究支援体制を構築

• URAの積極的活用による研究活動の活性化

•国際戦略の策定
•留学生受入れ支援の集約化と機能強化（ワンストップサービス）
•留学生・派遣学生支援の強化（事前教育・語学教育）
•日本語教育

→国際的な教育の質保証，新研究科設置

→世界的な教育研究拠点の形成，次世代を担う若手研究
者の育成，社会のニーズを踏まえた研究成果の効果的
活用

→外国人等の教員への登用拡大，双方向の国際交流拡大

• 世界で通用する教育研究に資する国際機能強化のための抜本的改革
• 既存の枠組みを超えた取り組みによる，大学運営の効率化・高度化

連携

先端研究を通じた国際的
教育研究拠点形成 世界に雄飛する人材の育成

研究
教育



研究戦略・推進支援と産学官連携支援を融合した新組織
一部局として位置づけられ，人件費を含めて年間約１億円の予算が措置されている。
また，パーマネントの研究支援専門職教員用ポストも保有している（教授２＋准教授１＋助教１＝合計４）。

先端科学・イノベーション
推進機構運営会議

議長
理事（研究・国際担当） /機構長
副機構長
学長補佐（研究担当）
人間社会研究域長
理工研究域長
医薬保健研究域長
人間社会環境研究科長
自然科学研究科長
医薬保健学総合研究科長
アドミニストレーション部門グループ
リーダー

研究推進部

財務部財務企画課総務部人事課

テニュア審査

研究推進課 産学連携課

支援事務

事業評価

連携

先端科学・イノベーション推進機構
（O-FSI）

機構長： 理事（研究・国際担当）
副機構長： シニアURA

事業マネージメント

学外有識者

外部評価委員会

助言

※平成24年4月1日設置

国際機構支援室

国際機構
報告

グローバル人材
育成推進機構

旧フロンティア
サイエンス機構
（FSO）

旧イノベーション
創成センター+学長 統合

理事（研究・国際担当）

事業管理事務

１．URA組織体制整備構想の進捗状況について



金沢大学URA活動の特徴

・ 研究戦略立案の支援
（大学改革にも関わる。研究力分析Institutional Researchの強化）

・ 研究・産学連携・国際連携・大学院教育を一体的に支援
（支援案件の壁がない→学内の情報・課題がURAに集約）

１．URA組織体制整備構想の進捗状況について



基礎研究 応用研究

産学官連携

フロンティアサイエンス機構 イノベーション創成センター

先端科学・イノベーション推進機構新組織

研究部門（重点研究プログラム等）

統合

研究推進担当URA 産学連携・知的財産管理担当URA

旧 旧

研究推進・知的財産管理・産学官連携を一体的・戦略的に実施するシステム改革

4名 7名

＋8名のURAを新たに採用

産学官連携・
知財推進グループ

研究戦略・
企画調整グループ

プログラム
コーディネート
グループ

研究戦略・国際戦略
産学官連携戦略策定の
ための情報収集・調査・
分析・ＩＲ
戦略の企画立案・調整
複合・融合型大型教育
研究教育プログラム支援
（教育・研究・産学連携）
部局戦略機能強化・支援

共同研究・受託研究推進
知的財産戦略・管理
技術移転
起業化支援
リスクマネージメント
インキュベーション施設
拡充，企業研究者受入れ

研究推進グループ 地域イノベーション
グループ

地方公共団体との連携
強化に向けた情報収集
や委託業務等の推進活
動地域イノベーションに
係る基盤づくり推進

地域イノベーション創出
に係わる基盤(仕組み)
づくり

地域イノベーション創出
に係わる個別事業の提
案と実行

重点研究・教育研究
プログラムの支援
研究成果のＰＲ
イノベーション教育研究
活動支援
産業育成連携講座支援
各部局支援

科研費支援
学内重点研究推進
研究グループ申請
外部資金（研究・産学）
若手研究者育成

アドミニストレーション部門

URA 19名（H25.3.31現在）

＊主担当・副担当により，各グループを兼任

H24.4.1設置

１．URA組織体制整備構想の進捗状況について



グループ名 主担当 副担当

研究戦略・企画調整グループ
シニアＵＲＡ ２名
ＵＲＡ ４名（３名）

ＵＲＡ １名（１名）

研究推進グループ
シニアＵＲＡ １名 （１名）
ＵＲＡ ４名 （３名）

シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ３名（３名）

プログラムコーディネートグループ
シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ４名（４名）

シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ８名（４名）

産学官連携・知財推進グループ
シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ２名

シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ２名（２名）

地域イノベーショングループ
シニアＵＲＡ １名
ＵＲＡ ２名

ＵＲＡ ３名（１名）

（重複あり、延べ人数）

シニアＵＲＡ ＵＲＡ 計

補助事業 1名 ８名 ９名

自主経費 ５名 ５名 １０名
全て専任ＵＲＡ

H２５．３.３１までのデータ（進捗状況評価報告書より）

計１９名

赤字は補助事業URAの人数（内数）

金沢大学URAの担当内訳
１．URA組織体制整備構想の進捗状況について



金沢大学URAによる研究支援状況
28事業，159件支援

主な支援内容
• 科研費
• 博士課程教育リーディングプログラム
• テニュア・トラック普及定着事業(機関申請型）
• 国立大学改革強化推進事業
• 卓越した大学院拠点形成支援補助金
• 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム
• 地域資源等を活用した産学連携による国際科学イノベーション拠点整備事業 等

平成24年度

平成25年度
６月現在

• 学術振興会特別研究員PD/DC
• A-STEP
• 科研費（研究活動スタート支援）
• 戦略的創造研究推進事業

CREST 
さきがけ
ALCA

URAの必要性／重要性はこれから高まるであろう。私自身，その恩恵を受けて来ており，
その存在価値を理解している。新たな専門職員と位置づけ，ポスドク等の研究経験者
に対して特別な教育（研修）を実施して養成すべきである。

シニア研究者の声

専門性の高いURAを配置することに賛成します。以前申請書を作成しレビューをしても
らいましたが，本当に助かりました。自分の研究分野と適度に離れつつも，専門知識
のある方に客観的な意見を言ってもらえるのは，勉強にもなりました。

若手研究者の声

１．URA組織体制整備構想の進捗状況について



金沢大学におけるURAの研究支援業務フロー
２．ＵＲＡの職務環境等整備の進捗状況について



ＵＲＡの能力開発プログラム/調査

平成23年10月 SRA Annual Meeting参加
11月 NCURA Annual Meeting 参加

平成24年10月 SRA Annual Meeting参加
11月 NCURA Annual Meeting 参加

○ アメリカＵＲＡ職能団体での能力開発方法の調査

国際ポスター賞受賞

H23.10 SRA International

○ 東京農工大学との海外共同研修

平成24年3月 SRA International (Stanford, US)

○ ドイツ・イギリスリサーチマネージャー調査
東京大学・東京農工大学・早稲田大学合同

平成25年2月 イギリス・シェフィールド大学，ドイツ・ハイデルベルグ大学

H24.3 海外共同研修

○ 戦略思考力強化研修・定量分析力強化研修（グロービス）
平成24年2月-3月

H25.2 イギリス・シェフィールド大学

２．ＵＲＡの職務環境等整備の進捗状況について



スタッフ能力開発プログラム 「金沢大学Basics」
・ 対象をURAに限定せず，全教職員に門戸を広げた。
・ 平成24年度は全23回の講義を実施し，延べ658名が参加した。
・ レポート提出により，認定証を授与した。

平成25年度からは，Advancedコースを追加して実施予定である。

金沢大学 ＵＲＡ学内認定研修の実施

講義の様子

認定証

２．ＵＲＡの職務環境等整備の進捗状況について

H25実施予定

H24実施



ＵＲＡテニュア・トラック制度

ＵＲＡのキャリアパス（教員系・専門職員系）

テニュア・トラック期間 ５年間

最終審査

H24.
2月

審査基準
提示

H23.
11月

H19.
5月

助教
（パーマネント）

博士研究員

フロンティアサイエンス機構会議
（機構長，部局長ら）による審査

１名最終審査
を行った→合格

他大学におけるＵＲＡ雇用制度との比較を行い，専門行政職の俸給表をベースとした“第３の
職”制度化の検討を機構内で開始している。“第３の職”を導入した先行大学の規程を取り寄せ，
理事（総務・人事担当）と相談しながら，本学におけるＵＲＡのキャリアパス構築を進めている。
必要に応じて事務職ポスト・技術職ポストも利用する。

教員系

専門職員系

審査基準
１．本学の研究の活性化への貢献度
２．研究支援に関するマネージメント状況
３．その他（研究支援に関する研究活動）

整備済

検討中

３．ＵＲＡシステムの定着・運営の安定化に関する取組状況



業務達成目標の設定・評価

○ ４半期ごとの目標設定 ・・・各グループにおける目標設定と達成度の確認

○ 外部評価
平成２５年３月 先端科学・イノベーション推進機構第１回外部評価会議を開催

例）

４．ＵＲＡシステム整備（改革）に対する学長及び関係役員の責務について

ｖ ｖｖ

ｖ

ｖ

ｖｖ



ＵＲＡのネットワーク形成

リサーチ・アドミニストレーション研究会

本学URAが立ち上げ

第4回RA研究会

開催日
場
所

主催 参加人数、機関数 内容詳細

第
１
回

H22/2/5
東
京

金沢大
参加人数：48名
機関数：28

WS1：研究推進の部
WS2：産学連携の部

第
2
回

H22/11/21
東
京

金沢大
参加人数：66名
機関数：37

WS1：ＵＲＡ職確立のためには
WS2：ＵＲＡはどう研究推進・産学連携を進めていくか

第
3
回

H23/12/9
金
沢

金沢大

参加人数：94名
機関数：39
（文科省URA事業・H23年度採択
5校決定後）

WS1：効果的なスキル向上
WS2：ＵＲＡにおける産学連携
WS3：ＵＲＡと大学戦略

第
4
回

H24/9/4
東
京

金沢大
・

農工大

参加人数：203名 （登録）
機関数：78 （登録）
（文科省URA事業・H24年度採択
10校決定後）

WS1：研究者ニーズと日本版URAのあるべき姿
WS2：日本版URA人材の育成
WS3：日本版URAの外部ネットワーク形成

第
５
回

H25/11/18-
H25/11/19
（予定）

京
都

金沢大・
京都大・
農工大・
他

目標参加人数 200名～300名 プログラム委員会にて検討中

（その他）機関における対外的な情報発信の取組等状況



本学の研究戦略・産学官連携戦略と一体化した研究支援をさらに推進するため，
本事業を活用し構築したＵＲＡシステムを維持発展させる。

日本における「研究推進・産学官連携一体型リサーチ・アドミニストレーションモデ
ル」の構築

O-FSIの活動実績を踏まえ，必要に応じて事務組織も含めた見直しを行う予定。保
有教員ポストおよび外部資金等の自主経費によりＵＲＡセンターの規模を維持する。

他大学の情報収集を行いながら学内での検討を行い，第３の職設置や昇任等の
ＵＲＡのキャリアパス整備を行う。

事業終了後の構想

例） ＵＲＡ→ チーフＵＲＡ→ シニアＵＲＡ→ 学長補佐，URA組織長等
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